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3D プリントは製造方式を革新
3Dプリントは、材料の層を連続して重ねることで 3 次元の物体を形
成するプロセスで、積層造形とも呼ばれています。対象物の 3D 
CAD（Computer Aided Design）モデルは一連の断面図に変換さ
れて、3Dプリンタに送られます。このプロセスにより、開発サイクルや、
金型、試作品の調整の迅速化とともに、複雑な形状のカスタム部
品の製造も可能になります。3D プリントは、迅速な試作品製作、
宝飾品鋳造、医療用カスタム・インプラント製作、複雑な車載 / 航
空宇宙部品の製造など、幅広い用途に使用できます。

DLP テクノロジーのコア技術であるデジタル・マイクロミラー・デバイ
ス（DMD）により、高速、高精度のユニークな 3Dプリンタの開発
が可能になります。3Dプリンタによる物体形成で使用するのは、液
体感光性樹脂です。対象物の各断面に対し、DMD はパターン光を
投影し、樹脂の露光と硬化を選択的に行います。層全体を一つの
パターンで露光するため、層の複雑さとは関係なく、高い形成速度を
実現できます。また、投影用の光学回路を使用して、画像プレーン
上の解像度を制御し、層の厚さを調整することができ、部品のスムー
ズで高精度な仕上げが可能になります。これらの利点と、実証済み
の高い信頼性により、DLP テクノロジーは 3Dプリント・システムに
対する最適なソリューションを提供します。

アプリケーション例
• 迅速な試作品製作
•フィット・モデル / 関数モデル
• 金型 / 金属鋳造用モールド
• 補聴器、医療用インプラント
• 歯科用修復歯
• 宝飾品鋳造
• 車載部品
• 航空宇宙部品

DLP® テクノロジーによる 
3D プリント

主な特長
◦マイクロミラー・アレイにより、1 回で層全体を露光

• ポイント・バイ・ポイント・テクノロジーに比べ、迅速な形成速度
• 層の複雑さや部品数に関係なく、形成時間を一定に

◦高解像度パターンを簡単にプログラム可能
• 画像プレーン上で 50μm 未満の解像度を実現
• 層の厚さを簡単に調整

◦実証済みの高信頼性 MEMS テクノロジー
• 高価な機器が不要なため、総所有コストを低減

◦365nm ～ 2500nm の高い光効率
• 広範なポリマーや樹脂に対応

3Dプリント機器の設計のための DLP® テクノロジーの詳細と開発ツール
については、www.tij.co.jp/mems をご覧ください。
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